
第
　
回
羽
村
市
民
福
祉
チ
ャ
リ

18
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

▼
期
日
　
５
月
　
日
我
／
会
場
　

13

立
川
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
／

定
員
　
２
４
０
人
（
先
着
順
）
／

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
　
各
コ
ー

ス
２
ホ
ー
ル

費
用

①
参
加
費
　
１
人
２
０
０
０
円

※
４
月
　
日
画
以
降
に
キ
ャ
ン
セ

17

ル
し
た
場
合
や
悪
天
候
な
ど
で

大
会
が
中
止
と
な
っ
た
場
合
、

参
加
費
は
返
還
し
ま
せ
ん
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

②
プ
レ
ー
費
（
消
費
税
込
み
）

猿
ビ
ジ
タ
ー
料
金
…
草
花
コ
ー
ス

１
万
６
９
１
９
円
、
奥
多
摩
コ
ー

ス
１
万
５
３
７
５
円

猿
メ
ン
バ
ー
料
金
…
草
花
コ
ー
ス
・

奥
多
摩
コ
ー
ス
と
も
に
１
万
１

６
９
２
円

猿
奥
多
摩
友
の
会
会
員
…
奥
多
摩

コ
ー
ス
の
み
１
万
２
６
９
６
円

※
全
コ
ー
ス
乗
用
カ
ー
ト
の
使
用

が
プ
レ
ー
の
必
要
条
件
に
な
り

ま
す
。

※
　
歳
以
上
の
方
は
、
利
用
税
が

70免
除
に
な
り
ま
す
。
大
会
当
日

に
年
齢
が
証
明
で
き
る
も
の
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
３
月
　
日
俄
～
４
月
　

16

17

日
画
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
　
分
30

ま
で
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添

え
て
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

※
個
人
・
団
体
（
コ
ン
ペ
含
む
）

の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

※
申
込
用
紙
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

市
内
各
金
融
機
関
、
商
工
会
館
、

市
内
・
近
隣
ゴ
ル
フ
練
習
場
で

配
布
し
ま
す
。

主
催
　
第
　
回
羽
村
市
民
福
祉
チ
ャ

18

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

脂
問
合
せ
　
実
行
委
員
会
事
務
局

緯
５
５
４－

０
３
０
４

臨
時
職
員
募
集

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型
事

業
あ
お
ば

 看
護
師
 

▼
応
募
資
格
　
看
護
師
ま
た
は
准

看
護
師
の
資
格
が
あ
る
方
／
募
集

人
員
　
１
人
／
勤
務
日
時
　
週
２

～
３
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　30

分
（
　
時
間
）
／
勤
務
場
所
　
福

6.5

祉
セ
ン
タ
ー
内
／
勤
務
内
容
　
障

害
者
の
入
浴
介
助
お
よ
び
日
中
活

動
の
支
援
な
ど
／
雇
用
期
間
　
４

月
１
日
か
ら
１
年
間
（
以
降
の
期

間
に
つ
い
て
は
協
議
に
よ
り
継
続
）

／
賃
金
（
時
給
）　
１
５
９
０
円

 支
援
員
 

▼
応
募
資
格
　
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
・
保
育
士
・
介
護
福
祉
士
の
い

ず
れ
か
の
資
格
が
あ
る
方
／
募
集

人
員
　
１
人
／
勤
務
日
時
　
週
４

日
程
度
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　30

分
（
　
時
間
）
／
勤
務
場
所
　
福

6.5

祉
セ
ン
タ
ー
内
／
勤
務
内
容
　
障

害
者
の
入
浴
介
助
お
よ
び
日
中
活

動
の
支
援
な
ど
／
雇
用
期
間
　
４

月
１
日
か
ら
１
年
間
（
以
降
の
期

間
に
つ
い
て
は
協
議
に
よ
り
継
続
）

／
賃
金
（
時
給
）　
１
０
０
０
円

脂
応
募
方
法
・
問
合
せ
　
３
月
　16

日
俄
～
　
日
牙
に
電
話
連
絡
の
上
、

26

「
履
歴
書
・
資
格
証
明
書
（
写
し
）」

を
郵
送
ま
た
は
直
接
社
会
福
祉
協

議
会
障
害
者
支
援
課
相
談
支
援
係

へ
〒
２
０
５－

０
０
０
２
羽
村
市

栄
町
２－

　－

１
緯
５
５
５－

１

18

２
１
０

※
面
接
日
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

第
２
０
９
回
東
京
都
都
市
計
画

審
議
会
の
傍
聴
者
募
集

▼
日
時
　
５
月
　
日
画
午
後
１
時

15

　
分
～
／
会
場
　
都
庁
内
会
議
室

30／
定
員
　
　
人
（
申
込
多
数
の
場

15

合
は
、
４
月
　
日
画
に
公
開
抽
選
）

24

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ

る
案
件
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、

会
議
が
一
部
非
公
開
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
４
月
　
日
17

画
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
」
を
記
入
し
、
郵
送
で
東
京
都

都
市
整
備
局
都
市
計
画
課
へ

〒
１
６
３－

８
０
０
１
新
宿
区
西

新
宿
２－

８－

１
緯
０
３－

５
３

８
８－

３
２
２
５

※
申
込
み
は
１
人
１
通
の
み
有
効

で
す
。

※
詳
し
く
は
、
東
京
都
都
市
整
備

局
都
市
計
画
審
議
会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

集
ま
れ
　
消
防
少
年
団
　!!

　
福
生
消
防
少
年
団
で
は
、
一
緒

に
活
動
す
る
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

 消
防
少
年
団
と
は
 

　
防
火
・
防
災
に
関
す
る
知
識
・
技

術
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
規

律
あ
る
団
体
活
動
や
奉
仕
活
動
を

通
じ
て
、
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
き
ち
ん
と
守
り
、
思
い
や
り

の
心
を
持
っ
た
責
任
感
あ
る
大
人

に
育
つ
よ
う
、
日
々
の
活
動
に
取

り
組
む
団
体
で
す
。

 活
動
内
容
 

　
消
防
署
の
仕
事
に
つ
い
て
学
び
、

消
火
・
応
急
救
護
訓
練
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
鼓
笛
隊
と
し
て

地
域
行
事
な
ど
に
参
加
し
防
火
・

防
災
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
楽

し
い
団
体
活
動
も
あ
り
ま
す
。

 対
　
象
 

　
福
生
市
・
羽
村
市
・
瑞
穂
町
に

住
ん
で
い
る
平
成
　
年
４
月
１
日

27

現
在
小
学
校
３
年
生
～
中
学
校
３

年
生
の
男
女

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
　
日
31

峨
ま
で
に
、
福
生
消
防
署
警
防
課

防
災
安
全
係
へ
緯
５
５
２－

０
１

１
９

広報はむら27.3.15迎

社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会
福福福福福福福福福福
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協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
かかかかかかかかかか

社
会
福
祉
協
議
会
か
ららららららららららら
 

官官官官官官官官官官
公公公公公公公公公公
署署署署署署署署署署
なななななななななな
どどどどどどどどどど
かかかかかかかかかか

官
公
署
な
ど
か
ららららららららららら
   

アラカルト情情報

広報はむら27.3.15鯨

のこと！

　 今  回 は、「さくらまつり」について 説 
こん かい せつ

 明 するよ ！さくらまつりってどんな
めい

ことをするのかな？みんなも 調 べて
しら

みよう ！

 問 
とい

 合 せ　
あわ

 観  光 
かん こう

 協 
きょう

 会 緯555-9667／
かい

　 産  業  課  商  工  観  光  係 
さん ぎょう か しょう こう かん こう がかり

 階 658
ないせん

　 毎  年  春 になると 羽  村 で 行 われるまつりの
まい とし はる は むら おこな

ことです。 玉  川  上  水 ・ 羽  村  堰  沿 いに 桜 が 咲 
たま がわ じょう すい は むら ぜき ぞ さくら さ

き、その 桜 
さくら

を 見 に、 多 くの
み おお

 人 が 来 ます。
ひと き

　 桜 
さくら

の 周 りには、いろいろ
まわ

なお 店 が 並 び、イベントも
みせ なら

 盛 りだくさん ！
も

　 夜 にはライトが
よる

 桜 
さくら

を 照 ら
て

し、とてもきれいです。

さくらまつりクイズ！

ほかには 何 があるの？
なに

興 羽  村  取  水  堰  第  一  水  門 を 通  行 できる ！
は むら しゅ すい ぜき だい いち すい もん つう こう

　 普  段 は 通 ることのできない 取  水  堰 の 第  一 
ふ だん とお しゅ すい ぜき だい いち

 水  門 の 上 を、
すい もん うえ

 特  別 に
とく べつ

 通 ることができます。
とお

興 足  湯 が 体  験 できる ！
あし ゆ たい けん

　まつり 期  間  中 
き かん ちゅう

の 金 ・ 土 ・ 日  曜  日 は、
きん ど にち よう び

 羽  村 
は むら

 橋  近 くの 特  設 テントで 足  湯 が 体  験 できま
ばし ちか とく せつ あし ゆ たい けん

す。（ 午  前 10 時 ～ 午  後 4
ご ぜん じ ご ご

 時 ）
じ

さくらまつりって？

みんな 知 ってる？
し

くさ ら
まつり

のこと！
葛 羽  村  堰  沿 いの 桜 

は むら ぜき ぞ さくら

 問  題 　
もん だい

 羽  村  堰  周  辺 に 咲 く 桜 の 本  数 
は むら ぜき しゅう へん さ さくら ほん すう

は 何  本 く
なん ぼん

　らいあるでしょうか？

 答 え
こた

　 約 200 本 です。
やく ぽん

 羽  村  堰  周  辺 は
は むら ぜき しゅう へん

 桜 
さくら

の 名 
めい

 所 として 有  名 です。
しょ ゆう めい

 桜 の 下 でお 花  見 をす
さくら した はな み

る 人 や、
ひと

 桜 を
さくら

 眺 めながら
なが

 散  歩 する
さん ぽ

 人 
ひと

、 写  真 を 撮 る
しゃ しん と

 人 など、
ひと

この 時  季 の
じ き

 羽  村 
は むら

 堰  周  辺 はとてもにぎや
ぜき しゅう へん

かです。

　 今  年 もお 店 やイベントがたくさんありま
こ とし みせ

す ！さくらまつりで 羽  村 の
は むら

 春 を 楽 しんでく
はる たの

ださい。

さくらまつりに 行 ってみよう!!
い

 期 　 間 
き かん

　3 月 26 日 
がつ にち

 昭 ～4
もく

 月 12
がつ

 日 
にち

 掌 の 午  前 
にち ご ぜん

　10 時 から
じ

 午 
ご

 後 8 時 30 分 まで （ 外 が 暗 い
ご じ ぷん そと くら

　 時  間 は、 必 ず 大人 の 人 と 一  緒 に 出  掛 けま
じ かん かなら おとな ひと いっ しょ で か

　しょう）

オープニングセレモニー

　 開  会  式 
かい かい しき

とイベントを 行 います。イベント
おこな

では、 羽  村 
は むら

 第  一  中  学  校  吹  奏  楽  部 の 演  奏 や、
だい いち ちゅう がっ こう すい そう がく ぶ えん そう

はむりんダンスなどを 行 います。
おこな

　ぜひ、 見 に 来 てください。
み き

 日 　 時 　3
にち じ

 月 28
がつ

 日 
にち

 松 
ど

 午 
ご

 後 2
ご

 時 ～
じ

 会 　 場 　
かい じょう

 玉  川  兄  弟  像  前 
たま がわ きょう だい ぞう まえ



乗
務
員
と
な
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ

さ
い

橋
本
　
以
前
勤
め
て
い
た
会
社
で
は
配
達

業
務
を
し
て
い
ま
し
た
。
車
に
限
ら
ず
運

転
が
好
き
で
し
た
の
で
、
二
輪
免
許
や
大

型
二
種
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
試
験
は

難
し
く
、
何
回
か
不
合
格
に
な
っ
た
時
は

く
じ
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
挑
戦
し

続
け
ま
し
た
。
無
事
合
格
し
た
際
に
、
苦

労
し
て
取
得
し
た
資
格
を
生
か
し
た
仕
事

が
し
た
い
と
考
え
、
２
０
０
８
年
に
西
東

京
バ
ス
株
式
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

高
橋
　
以
前
勤
め
て
い
た
会
社
で
は
パ
ソ

コ
ン
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
昔

か
ら
運
転
が
好
き
で
し
た
し
、
正
社
員
に

な
り
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
自
動
車

教
習
所
に
通
い
、
大
型
二
種
免
許
を
取
得

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
０
年
に
西

東
京
バ
ス
株
式
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

ご
家
族
の
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
？

高
橋
　
両
親
に
話
し
た
際
は
驚
か
れ
ま
し

た
が
、
ど
う
し
て
も
や
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
伝
え
、
認
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

橋
本
　
私
の
家
族
も
同
じ
反
応
で
し
た
が
、

言
い
出
し
た
ら
聞
か
な
い
私
の
性
格
を
家

族
は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
最
後
に
は
支

え
て
く
れ
ま
し
た
。

西
東
京
バ
ス
で
は
女
性
の
乗
務
員
が
多

い
の
で
す
か
？

牛
窪
　
最
近
の
女
性
の
社
会
進
出
に
伴
い
、

以
前
に
比
べ
る
と
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

青
梅
営
業
所
で
は
現
在
、
乗
務
員
　
人
の

76

う
ち
女
性
は
６
人
と
、
１
割
に
近
づ
い
て

き
て
い
ま
す
。
女
性
の
乗
務
員
の
増
加
に

伴
い
、
バ
ス
の
運
行
や
安
全
衛
生
、
職
員

の
福
利
厚
生
に
必
要
な
施
設
、
制
度
な
ど

も
整
え
て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
上
で
男
女
の
違
い
は
あ
る

と
思
い
ま
す
か
？

高
橋
　
チ
ェ
ー
ン
を
巻
く
の
は
重
く
て
大

変
で
す
が
、
車
も
改
善
さ
れ
て
お
り
ハ
ン

ド
ル
や
ギ
ア
は
無
理
な
く
操
作
で
き
ま
す

し
、
自
分
自
身
で
は
あ
ま
り
感
じ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

橋
本
　
身
長
が
低
い
の
で
座
席
位
置
の
調

整
は
必
要
で
す
が
、
そ
れ
は
男
女
差
と
い

う
よ
り
個
人
差
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。滑

　現在、国では、すべての女性が輝く社会づくり本部を設置し、女性が生き方に自信と誇りを

持ち、活躍できる社会づくりを進めています。

　市でも、性別による固定的な役割分担意識を解消し、女性がさまざまな場面でいきいきと活

躍していけるよう、羽村市男女共同参画基本計画において、「女性のチャレンジ支援」、「方針

の立案や決定の場への女性の参画促進」を掲げ、さまざまな事業に取り組んでいます。

　今回は、コミュニティバス「はむらん」や羽村青梅地区路線バスの乗務員として活躍してい

る女性と、乗務員に女性の登用を進めている西東京バス株式会社の取組みを紹介します。

問合せ　企画政策課企画政策担当階315

特特 集集

～男女共同参画社会の実現に向けて～男女共同参画社会の実現に向けて～～

▲右から、
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運輸部運転担当係長
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 内  
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 洋 
よう

 平 さん
へい

 インタビュー 

「やりたいこと」を仕事に
～女性が活躍、地域の足を守るバス乗務員～

西東京バス株式会社

広報はむら27.3.15劇

運
転
技
術
に
関
し
て
男
女
差
は
な
い
と
思

い
ま
す
し
、
お
客
様
に
も
日
ご
ろ
男
女
差

を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

牛
窪
　
お
客
様
か
ら
は
「
運
転
が
丁
寧
」

「
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
声
が
聞
き
取
り
や
す

い
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
性
別
に

関
わ
ら
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
熱
心
で
運
転
技
術
も
高
い
２
人
で

す
か
ら
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
っ
て
さ

ら
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
取
れ

て
い
ま
す
か
？

橋
本
　
安
全
第
一
の
仕
事
で
す
の
で
、
休

日
は
気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
新

た
な
気
持
ち
で
仕
事
に
臨
め
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
を
始
め

た
の
で
、
気
分
転
換
で
歌
を
歌
う
こ
と
が

多
い
で
す
。

高
橋
　
休
日
出
勤
も
あ
り
ま
す
が
、
平
日

の
休
み
や
有
給
休
暇
も
取
得
で
き
ま
す
の

で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
趣
味
も
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

女
性
に
と
っ
て
結
婚
・
出
産
は
人
生
の

転
機
で
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
？

高
橋
　
産
前
 
産
後
休
業
、
育
児
休
業
な
ど
を

取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
制
度
を
利
用
で
き
る
職
場
で
す
し
、
復
帰

し
ま
た
運
転
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

橋
本
　
母
も
祖
母
も
仕
事
を
続
け
て
い
た

の
で
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
自
分
も
働
き

続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
社
で
は

制
度
な
ど
も
整
っ
て
い
ま
す
し
、
出
産
後

に
復
帰
し
て
い
る
先
輩
も
い
る
の
で
心
強

く
、
と
て
も
安
心
し
て
い
ま
す
。

牛
窪
　
バ
ス
業
界
全
体
に
言
え
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
が
、
大
型
二
種
免
許
取
得
者

が
減
少
し
て
お
り
、
人
材
不
足
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
優
れ
た
人
材
の
確
保
の

た
め
に
も
、
育
児
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め

ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

山
内
　
当
社
で
は
、
男
性
 
女
性
に
関
わ

ら
ず
多
く
の
社
員
が
育
児
休
業
を
取
得
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
４
年
度
は
、
対
象
者
　13

人
中
男
性
６
人
、
女
性
２
人
が
育
児
休
業

を
取
得
し
ま
し
た
。

・

・

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
や
、
や
り
が
い
を

教
え
て
く
だ
さ
い

高
橋
　
お
客
様
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」「
運

転
が
丁
寧
で
乗
り
や
す
か
っ
た
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
で
す
。
一
番
励
み
に
な
る
言
葉

で
す
。

橋
本
　
や
は
り
、
お
客
様
と
の
ふ
れ
あ
い

で
す
。
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
い
て
、
何
げ

な
い
会
話
や
、「
あ
り
が
と
う
」「
頑
張
っ
て

ね
」
な
ど
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
と
、
乗

務
員
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
何
で
す
か
？

高
橋
　
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様
の
笑
顔
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

橋
本
　
毎
日
、
何
事
も
な
く
無
事
に
運
転

業
務
を
終
え
る
こ
と
で
す
。
日
々
の
積
み

重
ね
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
社

で
は
、　

年
も
の
間
、
無
事
故
で
表
彰
さ

20

れ
た
社
員
も
い
ま
す
の
で
、
私
も
目
標
と

し
た
い
で
す
。

女
性
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
　!!

牛
窪
　
自
ら
の
気
持
ち
次
第
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
チ
ャ
ン
ス
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
先

輩
た
ち
を
見
て
、
次
の
世
代
も
成
長
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

高
橋
　
バ
ス
の
運
転
手
と
い
う
と
男
性
が

多
い
職
場
で
す
か
ら
、
初
め
は
入
社
す
る

こ
と
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
方

や
事
務
所
の
方
た
ち
が
と
て
も
優
し
く
、

相
談
に
も
乗
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
、
今
で

は
不
安
が
ま
っ
た
く
な
く
気
持
ち
よ
く
働

い
て
い
ま
す
。
性
別
に
関
わ
ら
ず
安
心
し
て

働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
し
、
女
性
だ
か
ら
無
理
だ

と
思
わ
ず
に
、「
や
り
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
大
切
に
し
て
進
ん
で
欲
し
い
で
す
。

橋
本
　
自
分
の
進
み
た
い
道
を
進
ん
で
行

け
ば
、
お
の
ず
と
周
り
の
人
も
応
援
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
れ
は
バ
ス
の
乗
務
員
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。「
私
に
だ
っ

て
で
き
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
努
力
し
て

い
っ
て
欲
し
い
。
人
生
は
一
回
き
り
で
す
。

思
う
道
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

▲日々、お客様とのふれあいを大切
　にしているという橋本さん

▲「やりがいのある仕事です」と
　話す高橋さん

広報はむら27.3.15戟


